
 

 

2021 年 8 月 2 日 

 

「秋季 Food convention 2021」SDGs を推進 

 

株式会社日本アクセス（所在地：東京都品川区、代表取締役社長：佐々木淳一、以下：当社）は、 

2021 年 7 月 15 日から 7 月 21 日にかけて開催された、秋季 Food convention 2021 において、 

当社における SDGs 活動のご紹介や SDGs に関連した各種のご提案、フードバンクへの寄贈など、 

サステナブルな取組みを実施いたしました。 

当社は、引き続き本業を通じてサステナブルな活動を推進し、持続可能な社会の構築に向け貢献してま

いります。 

記 

１．当社の SDGｓ活動をご紹介 

今回の秋季 Food convention 2021 では、当社の SDGs 活動をご紹介するコーナーを出展しました。 

当社は今後も本業を通じ、食品ロス対策、地球温暖化ガス削減対策、ダイバーシティ、健康経営、社会貢

献などへの取組みを推進してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社の SDGs 活動をご紹介するコーナー 

 

 

 



２．秋季 Food convention2021 における SDGｓ 

（１）「国際果実野菜年 2021」への取組みを推進 

生鮮コーナーでは、農林水産省が進める「国際果実野菜年 2021」のオフィシャルサポーターとして、

輸入果実や国産野菜などを紹介し、果実野菜の摂取促進に努めました。 

今回の当社の活動は、果実野菜の摂取を通じてバランスのとれた健康的な食事とライフスタイルを

促進するとともに、今後も積極的に果実野菜の持続可能な消費と生産を促進してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        輸入フルーツのご提案            国産野菜のご提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食糧自給率の向上にも貢献する植物工場のご提案 

 

農林水産省 HP 内 「国際果実野菜年 2021」 

https://www.maff.go.jp/j/seisan/ryutu/engei/iyfv.html 

 

 

 

https://www.maff.go.jp/j/seisan/ryutu/engei/iyfv.html


（２）地域産業の活性化を推進 

  当社は、地域で生産されたチルド食品を当社のチルド幹線物流網を活用して全国へ運んでいます。 

  また、本展示会では、チルド幹線物流に加え、北海道、沖縄、高知、愛媛などの地域の食品を紹介 

  しました。 

今後も全国チルド幹線物流網の活用、拡大と地産地消・地産他消などにより地域産業の活性化を 

推進し、日本国内における食糧の確保、食糧自給率のさらなる向上に貢献してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社の全国チルド幹線物流網で乳製品やお豆腐などを全国へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道の物産                  沖縄の物産 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高知の物産                   愛媛の物産 

 



（３）PBF（プラント・ベース・フード）のご提案 

  デリカコーナーでは、当社が開発する PBF（プラント・ベース・フード）商品およびチルド関連 

商品を紹介いたしました。当社は、今後も将来の食糧不足を見据え、代替食品に関する商品開発と販売

を積極的に行ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社が開発した大豆 100%の代替食品「MAL de MEAT」 MAL de MEAT を使用した冷凍ミールキット 

「ストックキッチン グリーン」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チルド部門による PBF（代替食品）を集めたご提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）生鮮コーナーの冷凍ミールキット「ストックキッチン」のご提案 

  生鮮コーナーでは、小売店様、消費者様にとって食品ロス削減に貢献する冷凍ミールキット 

 「ストックキッチン」をご提案しました。 

  当社は、今後も食品ロス削減に貢献する商品開発を積極的に推進してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              冷凍ミールキット「ストックキッチン」のご提案 

 

（５）外食コーナーのサステナブルなご提案 

  外食向けのコーナーでは、代替食品や冷凍ミールキットを使用したテイクアウト商品のご提案や 

  カトラリー（食べられる容器）のご紹介など、サステナブルな提案も行いました。 

  当社は、今後も外食産業向けにサステナブルなご提案を行ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外食コーナーのサステナブルなメニューのご提案        カトラリーのご紹介 

 

 

 

 

 



（６）「情報卸」のご提案 

  「情報卸」のコーナーでは、小売業様の新たな販促手段として、個人ごとに異なる購買履歴に基づき、

個人別の販促を実現した「ダイナミックプライシング」をご提案。LINE ミニアプリを活用するなど、

初期投資を最小限に抑え、導入が容易なソリューションをご提供しています。 

  また、当社は中間流通業者として、小売業様および株式会社シノプスと協力し、川上から川下までの

データ情報を活用することで受発注の精度向上、適正在庫の実現により食品ロス削減に貢献するし

くみづくりを推進しております。 

  当社は、今後も産業構造の変革と技術革新の基盤づくりに貢献してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「情報卸」のご提案 

 

（７）フードバンクへの寄贈 

  今回の秋季 Food convention 2021 では、出展メーカー様のご協力により、展示で使用したサンプル 

品などをフードバンクへの寄贈向けに提供いただきました。 

  当社は、今後もフーバンクや子ども食堂への寄付を行うなど、社会貢献活動を推進してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

当社は、今後も SDGｓへの取組みを積極的に推進してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 


